
主体的に他者と協働し、学ぶ楽しさを実感できる生徒の育成
~安心と信頼にあふれ、高め合う集団づくりを通して~

令和６・７年度 熊本県教育委員会指定「熊本の学び」プロジェクト校
令和７年度 熊本県教育委員会「くまもとＧＩＧＡスクールプロジェクト」指定校

研究主題

南阿蘇村立南阿蘇中学校

御挨拶 校長 大谷 浩介

本日は公私ともに御多用なところ、御来校いただき誠にありがとうございます。本校では令和
６・７年度「熊本の学び」プロジェクト校及び令和７年度「くまもとＧＩＧＡスクールプロジェ
クト」の指定を受け、関係の皆様の御指導のもと研究実践を重ねて参りました。そこで本日はそ
の一端を公開し、御参会いただいた皆様から御指導と御助言を賜り、さらなる研究の充実・深化
を図るとともに、微力ながら地域の教育振興のためにお役に立てればと考えております。限られ
たお時間ではございますが、どうか忌憚のない御意見をお寄せください。本日はどうぞよろしく
お願い申し上げます。

令和７年１２月１９日



学力部会
生徒が「学びの主体」となる（子供が問いを発し、課題に主体的に立ち向かい、学びを深める）
授業づくりに取り組む。

取組１ 南阿蘇中スタイルの授業実践

効果的な話し合い活動の工夫取組２

取組３ 夢タイムの実施（基礎基本の定着）

取組４
授業づくり支援事業の活用（授業力向上）

俳句に入れる
言葉はどれが
いいかな

金曜日には
次の週の
学習計画を
プランニング

授業者と生徒が見通し
を共有して学習ができ
るよう、全ての教科で
「みなあそ学習」を実
践している。
「振り返り」の視点を
明確にすることで学び
の定着と深化を図ると
ともに自己の成長への
気付きや次の学習への
見通しを持つ等、生徒
のメタ認知力の向上を
目指す。

話し合いの「ゴール」が分かって
いるため、生徒は自分が何を考え、
どのように貢献すべきかを理解し
やすくなる。
「何のために話すのか」を明らか
にすることで、積極的かつ主体的
に議論に参加する姿勢が生まれる
ことを目指す。

10分という明確なタイムミット
があるため、「これだけは終わ
らせよう」という意識が働き、
集中力を高め学習に取り組むこ
とができる。
基礎・基本の学習を行うことで
授業への理解度が高まり、その
後の学習成果の底上げを目指す。

教員の授業力向上と指導方法
の改善を目的として、教育政
策課の指導主事を講師として
招聘した校内研修や、阿蘇教
育事務所による授業づくり支
援事業の全教科での活用を実
施している。

指導・助言の様子授業観察の様子

みなあそ学習

ICTを活用した
振り返り

タブレットドリル
の活用



きずな部会
昨年度の研究より、協働的な学びを充実させるためには生徒が安心して過ごせるよう、支持的風
土の醸成が必要であることが明らかになった。
そこで、自他理解を高め、生徒が安心して自分の意見や考えを発信できる環境作りに取り組む。

取組１ きずなタイムの実践

構成的グループエンカウンター（ＳＧＥ）
集団学習体験を通じて自己理解や他者理解を
深め、行動の変容と人間的な成長を促す手法。
今年度、諸活動の時間に年７回実施。

＝年間計画＝

取組２ 人権教育の充実

外部講師と連携した人権の授業づくり
☆専門的な知識の導入☆
外部講師は人権に関する専門的な知識や経験を持っており、教師だけでは伝
えきれない深い視点を授業に加えることができた。

☆授業づくりの支援☆
外部講師との協働により、授業内容や進め方の工夫が生まれ、より効果的な
教育が可能になった。

☆校内研修の充実☆
人権教育に関する校内研修を充実させることにより、教員の人権意識を向上
させ学校全体が多様性を認め合う文化を育み、安心して学べる環境づくりを
目指す。

第１回「〇〇が好きな●●です」

第２回「アドじゃん①」

第３回「二者択一」

グミが好きな●●で
す。よろしくお願い
します。

私も好きだよ！

テーマは「宝くじが当たっ
たら何をしたいか？」
みんな、何をしたい？

半分使ったら残り
はおうちの人にあ
げようかな。

優しいね。

麺を食べるなら
ラーメンとうどん
どっちがいい？

どっちかと言えばう
どんかな。

この班はうどんの人
が多いね。

校内人権集会 人権ボランティア委員会によるアンケートの実施



キャリア部会

取組１

取組２

五者連携の充実

総合的な学習の時間、特別活動を中心とした
カリキュラム・マネジメント

１年生 起業体験プログラム

学校が地域や家庭と連携し、特色ある教育活動を行い、コミュニケーション力を高め、生きる力の
育成に取り組む。

１年生 農業体験

２年生 職場体験

３年生 福祉体験 ３年生 総合的な学習の時間

総合的な学習の時間、特別活動を中心に据え、他教科等との関連を明らかにした。教科等横断的な学びを推進するためには教
員・生徒ともに「つながりを意識した学びの設計と実践」が重要である。各教科等の内容や活動と総合的な学習の時間や特別
活動が具体的にどのように関連付けられるか、校内研修の時間に検討する機会を設け、事例集を作成した。どの教科等がどの
部分を担うかを明確にし、全体像を共有することで、学習活動がスムーズに進むことを目的とした。

地域の方々との
ふれあい

地域の産業を
学ぶ

南阿蘇の魅力を
知る・伝える

地域の福祉を学ぶ 子ども食堂

３年生「子ども議会に向けて」

教科：国語
・聞き上手になろう
・相手や場に応じた言葉遣い
・話し合いを効果的に進めよう
・合意形成に向けて話し合おう
・説得力のある構成を考えよう

総合的な学習の時間との関連
・プレゼンテーション資料の
作成

・ディスカッション
・取材活動

・他地域の取組を例に、あつまり〜ん祭の参考になる
情報を収集できた。あつまり〜ん祭の準備や運営に向
けて質問を考えることができた。より説得力のあるプ
レゼンのために、アンケートを作成した。
・今村会長にたくさん質問して、あつまり〜ん祭が始
まった経緯や展望、イベントを開催するうえで大切に
していることなどが分かった。積極的に質問したり、
提案したり、自分のできることに自主的に取り組めた。

学年ごとに教科等と総合的な
学習の時間との関連を見直し

教科等と総合的な学
習の関連について作
成した事例集から

子ども議会



研究構想図

学力部会

・南阿蘇中スタイルの授業実践

・単元を通したゴールの提示

・夢タイムの実施、マイプランニング指導

・授業と家庭学習をつなぐ指導の工夫

キャリア部会

・起業体験学習の実施

・コミュニティ・スクールの推進

・地域・家庭との連携

・南阿蘇村議会との連携（子ども議会）

・総合的な学習の時間、特別活動を中心とする

カリキュラム・マネジメント

きずな部会

・生徒の実態把握

・月1回のきずなタイムの実施

・教育相談

・生徒の実態に応じた人権教育の実施

・出会いを大切にした授業づくり

GIGAスクール構想
一人一台タブレット端末

地域・家庭との連携
地域イベントとの連携
村商工会
地域おこし協力隊
地域創生アドバイザー

義務教育課・教育事務所による

授業づくり支援事業等

南阿蘇村指導員訪問

郡市・村人権同和教育部会

夢が湧き、夢を叶えることに
夢中になれる生徒の育成

「協働する力」 「考えを持ち発信する力」 「積極的に挑戦する力」

主体的に他者と協働し、学ぶ楽しさを実感できる生徒の育成
～安心と信頼にあふれ、高め合う集団づくりを通して～

学校教育目標

育成を目指す資質・能力

研究主題



【対話・協働部会】
〇対話に関するアンケートの実施
〇話し合いのルールづくり
⇒何のために話し合うのかを明確に
する。

昨年度の取組

令和６年度研究テーマ

自ら学び、他者と協働する生徒の育成
~すべての生徒が「分かる喜び」を実感し、自分の言葉で学びを語り合う集団づくりを通して~

【授業力向上部会】
〇南阿蘇中授業スタイルの構築
〇個々の授業力向上プラン
〇校内研修の見直し
〇振り返りの充実 【カリキュラム・マネジメント、調査部会】

〇各種調査
〇ルーブリックの作成・活用
〇カリキュラム・マネジメントの充実

＝各部会の取組＝

〜主体的・対話的で深い学びに向かうための「みなあそ学習」の授業展開の推進〜＝授業実践＝
《第２学年 社会科「近畿地方」》

【本時の目標】

近畿地方の学習を振り返り、過疎に対する地域づくりの取組を考察し、持続可能な南阿蘇村にするための最適な事例を発信することができる。

主な学習活動と授業の様子 主体的・協働的で創造的な学びに向かうための具体的な手立て

１み

２な ①「持続可能な近畿地方」を基に発信しようと考えている候

補地とその理由を共有ノートで確認する。（個人思考）

３あ
（１）深めるための【伝える】
異なる内容について調べた生徒と、共通点や重要だと感じた事柄を明
確にするために協議検討する。
（２）個人再構築する。

（３）多面的に考えを広げるための協働学習【広げる】
村長の考え（願い）を聞いて、自分の考えを練り上げる。クラス全体
に発信する。

４そ 本時を振り返る

学習リーダーによる進行

私は～村の取組が参考になると思いま
す。理由は～だからです。僕は、～町
の取り組みが南阿蘇村に合っていると
思います。理由は～だからです。

ゲストティーチャーに来ていただき、
南阿蘇村のことについて生徒の思考を
揺さぶる話をしていただいた。

同じシートに考え加筆修正

僕は、副村長さんの話を聞いて、自分の考えに付け加えて、

南阿蘇村が農業に力を入れているので、作った野菜を農業イ

ベントや体験会があるときに実際に食べてもらい、参加者の

方にSNS等で発信してもらうといいと思いました。

〇単元のゴールを確認し、本時の学習に具体的な見通しを

もたせる。

主体的な学びへの手立て（課題解決に向けて）

○自分が課題として選択している内容に関係する資料の見

方や調べる際のポイントを明確に示し、「社会的な見方や

考え方」を身に付けることができるようにする。

○友達の発表を聞くことで新たな学びとしたり、自分の調

べたことと比較することで事象のもつ意味について考えた

りすることができるようにする。

○意見交流により、南阿蘇村に活かせる取組を、実感を

伴ったものにさせる。生徒なりに、学習したことを踏まえ

ながら、社会の一員として自分事として見つめることがで

きるようにする。

主体的な学びへの手立て（見方・考え方を働かせる）

対話的な学びへの手立て（協働学習①）

対話的な学びへの手立て（協働学習②）

○生徒の思考を揺さぶる発問を提示することで、本時まで

に学習したことを踏まえながら、自分なりの考えをもつこ

とができ、創造的な学びにつなげる。

創造的な学びへの手立て（発問の工夫）

○複数の資料から主体的に課題解決を図ることができるよ

うタブレット端末（共有ノート）を効果的に活用する。ま

た、考えを整理したり関連付けたりできるようにする。

主体的な学びへの手立て（粘り強く取り組むための関わり）

評価: 
〇考察したことを踏まえ、候補地について理由を明確

にして、発信しようとしている。
【振り返り】近畿地方の学習を振り返り、複数の資料や願い等を
関連付けながら考え、根拠を持ち発信していくことが大切。

【学習課題】持続可能な南阿蘇村にするために、
南阿蘇村に活かすことのできる近畿地方の地域は
どこだろうか。

【めあて】近畿地方の学習を振り返り、持続可能な
南阿蘇村にするための事例を発信しよう。
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